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今
の
市
立
第
一
小
学
校
の
前
身

に
当
た
る
成
蹊
（
せ
い
け
い
）
学

校
が
前
沢
の
地
に
新
築
開
校
し
た

の
が
明
治　

年
（
１
８
８
４
年
）

１７

　

月
で
、
昨
年
ち
ょ
う
ど
１
３
０

１２周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
、

翌
年
の
明
治　

年　

月
に
南
沢
に

１８

１０

新
築
開
校
し
た
共
立
学
校
（
第
三

小
の
前
身
）
が
で
き
て
か
ら
１
３

０
年
と
な
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
独
自
の
教
育
制

度
を
生
み
出
し
た
日
本
は
、
明
治

維
新
と
そ
の
後
の
近
代
化
の
中
で

大
き
な
変
貌
を
遂
げ
、
東
久
留
米

の
学
校
も
そ
の
時
代
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
を
み
せ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
明
治
か
ら
昭
和
前

期
ま
で
の
学
校
の
変
遷
に
関
し
て

は
不
明
な
点
が
多
く
あ
り
、
郷
土

資
料
室
で
は
『
東
久
留
米
の
近
代

史
』（　

年
市
教
育
委
員
会
刊
）
を

２４

出
版
す
る
に
当
た
り
、
再
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も

生
か
し
、
今
回
か
ら
東
久
留
米
の

学
校
の
変
遷
を
シ
リ
ー
ズ
で
振
り

返
り
ま
す
（
本
文
は
市
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
で
『
東
久
留
米
の

近
代
史
』
の
編
著
者
で
も
あ
る
山

﨑
丈
氏
に
よ
る
）。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
緯
４
７
２
・
０
０
５
１
へ
。

 　

江
戸
時
代
の
日
本
の
識
字
率
は

世
界
的
に
み
て
も
極
め
て
高
く
、

　

％
を
超
え
て
い
た
と
も
い
わ
れ

５０て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特
に
庶

民
の
教
育
を
担
っ
て
い
た
の
が
寺

子
屋
（
て
ら
こ
や
）
で
す
。
寺
子

屋
と
い
う
名
称
は
主
に
上
方
（
近

畿
地
方
）
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の

で
、
江
戸
で
は
手
習
所
（
て
な
ら

１　

江
戸
か
ら
明
治
へ 

〈
筆
子
塚
〉

い
じ
ょ
）
や
手
跡
指
南
（
し
ゅ
せ

き
し
な
ん
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
寺
子
屋
や
手
習
所

で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
読
み
・
書
き
・

そ
ろ
ば
ん
」
や
地
理
、
書
簡
作
法

か
ら
道
徳
の
教
育
も
行
わ
れ
、
村

の
役
人
や
僧
侶
・
神
職
・
篤
志
家

な
ど
が
師
匠
（
先
生
）
と
し
て
教

え
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期

か
ら
幕
末
に
か
け
て
急
激
に
増
加

し
、
農
漁
村
へ
も
普
及
し
た
こ
と

か
ら
、
全
国
で
１
万
６
０
０
０
カ

所
ほ
ど
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
（
数
万
カ
所
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
）。

　

こ
の
手
習
所
の
足
跡
を
訪
ね
る

手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
筆
子
塚

（
ふ
で
こ
づ
か
）
や
筆
子
の
墓
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
筆
子
塚
は

師
匠
か
ら
学
ん
だ
弟
子
（
筆
子
）

た
ち
が
、
師
の
生
前
の
恩
に
報
い

る
た
め
に
建
て
た
石
製
の
墓
碑
の

こ
と
で
、
東
久
留
米
市
域
を
構
成

す
る　

の
旧
村
・
新
田
で
７
基
確

１０

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
最

も
古
い
の
が
、
柳
窪
村
の
野
崎
家

墓
所
内
に
あ
る
安
永
４
年
（
１
７

７
５
年
）
の
も
の
で
す
（
市
指
定

史
跡
・
写
真
参
照
）。
正
面
に
「
浄

心
法
師
霊
位
」、
側
面
に
「
手
習
門

弟
中
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
手
習
の
弟
子
た
ち
が
師
で
あ

っ
た
僧
を
偲
ん
で
建
立
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

文
政
４
年
（
１
８
２
１
年
）
か
ら

明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）
に
か

け
て
門
前
村
・
柳
窪
村
・
柳
窪
新

田
・
下
里
村
に
造
ら
れ
た
５
基
の

筆
子
塚
が
存
在
し
ま
す
。
正
面
に

は
師
の
僧
名
や
戒
名
が
あ
り
、
側

面
に
は
筆
子
中
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
台
座
に
は
筆
子
の
名
が
刻
ま

れ
た
も
の
も
あ
り
、
そ
の
数
は
多

い
も
の
で
周
辺　

村
以
上
の　

余

１０

９０

名
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

市
内
で
一
番
最
後
の
明
治　

年
２６

（
１
８
９
３
年
）
の
筆
子
塚
が
前

沢
村
の
米
津
寺
内
に
あ
り
ま
す
。

米
津
寺
第　

世
住
職
で
あ
っ
た
清

１２

源
和
尚
が
師
で
、
台
座
中
央
に
大

き
く
筆
子
中
と
あ
り
、
そ
の
側
面

に
は
前
沢
村
を
中
心
と
す
る　

余
８０

名
の
筆
子
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
成
蹊
学
校
の

初
代
校
長
と
な
っ
た
下
里
村
の
島

崎
保
平
氏
の
名
も
見
ら
れ
ま
す
。

 　

明
治
維
新
に
よ
り
、
近
代
国
家

の
道
を
歩
み
始
め
た
日
本
は
教
育

制
度
の
確
立
に
力
を
入
れ
ま
し

た
。
明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）

に
公
布
さ
れ
た
初
め
て
の
近
代
教

育
制
度
で
あ
る
「
学
制
」
は
、「
邑

（
む
ら
）
に
不
学
の
戸
な
く
家
に

不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を

期
す
」
と
、
国
民
が
平
等
に
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

う
た
っ
て
い
ま
す
。
全
国
を
大
学

区
・
中
学
区
・
小
学
区
に
分
け
、

各
学
区
に
大
学
校
・
中
学
校
・
小

学
校
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で

す
が
、
時
代
は
混
乱
期
で
あ
り
、

中
央
集
権
的
な
実
施
方
法
や
過
重

な
地
方
の
経
費
負
担
に
よ
り
学
校

の
設
置
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か

っ
た
の
が
実
情
で
す
。

　

当
時
の
東
久
留
米
市
域
の
村
々

は
、
学
制
に
よ
る
第
一
大
学
区
・

第
八
中
学
区
に
属
し
ま
し
た
。
ま

た
、
明
治
７
年
に
行
政
的
な
制
度

と
し
て
大
区
小
区
制
が
本
格
実
施

さ
れ
、
市
域
の
南
沢
村
・
柳
窪
新

田
が
神
奈
川
県
一
一
大
区
五
小

区
、
前
沢
村
・
柳
窪
村
・
下
里
村
・

門
前
村
・
神
山
村
・
落
合
村
・
小

〈
学
舎
の
設
立
〉

山
村
が
同
六
小
区
に
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
明
治

７
年
（
１
８
７
４
年
）
に
初
め
て

誕
生
し
た
公
立
教
育
機
関
が
学
舎

で
す（
表
１
参
照
）。
六
小
区
の
前

沢
村
に
前
南
学
舎
、
下
里
村
に
進

明
学
舎
、
柳
窪
村
に
福
徳
学
舎
で

す
。
こ
の
三
つ
を
合
わ
せ
て
「
三

併
学
舎
（
さ
ん
ぺ
い
が
く
し
ゃ
）」

と
も
呼
ば
れ
、
名
前
は
村
ご
と
で

す
が
、
一
つ
の
学
舎
と
し
て
機
能

し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
小
山
村
・
落
合
村
・
門
前
村
・

神
山
村
の
４
カ
村
で
設
置
し
た
の

が
黒
湧
（
く
ろ
わ
く
）
学
舎
で
す
。

さ
ら
に
五
小
区
の
南
沢
村
・
柳
窪

新
田
で
は
同
じ
五
小
区
の
田
無
村

密
蔵
院
に
あ
っ
た
眞
誠
（
し
ん
せ

い
）
学
舎
の
分
校
が
南
沢
村
に
設

置
さ
れ
た
よ
う
で
す（『
田
無
市
教

育
百
年
史
』）。

　
「
学
制
」の
公
布
に
よ
っ
て
形
式

的
に
は
村
の
私
塾
や
寺
小
屋
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
学

舎
は
、
当
時
の
社
会
状
況
か
ら
み

て
、
村
ま
た
は
数
村
ご
と
に
学
舎

名
を
付
し
た
も
の
で
、
多
く
は
幕

末
時
の
手
習
所
な
ど
を
踏
襲
し
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
作
成
さ
れ
た
『
日
本
帝
国
文

部
省
年
報
』（
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
）
に
は
設
立
年
と
教
員
や
生
徒

数
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
旧
村
に
も

学
舎
や
学
校
に
つ
い
て
の
古
文
書

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は

今
後
の
研
究
課
題
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら

分
か
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
前
沢
村
の
前
南
学

舎
は
米
津
寺
内
に
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
こ
と
で
す
。
米
津
寺
に
は

か
つ
て
前
南
学
舎
の
公
印
が
存
在

し
た
と
伝
え
ら
れ
、
前
述
の
米
津

寺
内
に
あ
る
明
治　

年
の
筆
子
塚

２６

の
存
在
か
ら
、
手
習
所
が
そ
の
ま

ま
前
南
学
舎
と
し
て
機
能
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
黒

湧
学
舎
は
小
山
村
に
あ
っ
た
こ
と

が
村
文
書
に
よ
り
明
ら
か
で
、
黒

目
川
の
豊
か
な
湧
水
に
因
ん
だ
名

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
伝
承
に
よ
れ

ば
屋
号
「
さ
か
や
」
の
小
山
家
の

酒
倉
を
屋
号
「
け
い
こ
じ
ょ
」
の

小
山
平
左
衛
門
（
当
時
）
家
南
の

黒
目
川
沿
い
に
移
し
て
使
用
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
現
小
山
２

の
６
付
近
）。
小
山
平
左
衛
門
氏

は
明
治
６
年
に
学
区
取
締
よ
り
小

学
教
員
辞
令
を
受
け
て
い
ま
す

（
小
山
村『
御
用
留
』）。
さ
ら
に
、

眞
誠
学
舎
分
校
は
そ
の
後
の
共
立

学
校
設
立
の
動
向
か
ら
み
て
南
沢

の
多
聞
寺
内
に
あ
っ
た
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
舎
も
翌
年
に
は
学

校
へ
と
名
称
変
更
し
な
が
ら
成

蹊
・
共
立
学
校
の
設
立
へ
と
目
ま

ぐ
る
し
く
動
い
て
い
き
ま
す
が
、

時
代
の
混
乱
期
を
そ
れ
ぞ
れ
の
村

が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
乗
り
越
え

て
い
こ
う
と
す
る
努
力
が
、
学
校

の
変
遷
を
通
し
て
も
見
え
て
く
る

の
で
す
（
続
く
）。

 　

地
域
の
教
育
力
が
大
き
く
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
市
の

委
託
事
業
と
し
て
、
多
く
の
市
民

が
自
主
的
に
学
ん
で
い
る
「
市
民

大
学
」
に
つ
い
て
、
２
回
に
わ
た

り
、
同
運
営
委
員
会
会
長
・
佐
藤

柳
次
郎
氏
に
紹
介
し
て
い
だ
き
ま

す
。
第
１
回
は
市
民
大
学
の
由

来
、
歴
史
に
つ
い
て
で
す
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
緯
４
７
０
・
７
７
８
１
へ
。

◆　
　
　
　

◆

　

今
か
ら
遡
（
さ
か
の
ぼ
）
る
こ

と　

年
前
、
就
任
２
期
目
の
稲
葉

２０
三
千
男
市
長（
元
東
京
大
学
教
授
・

同
新
聞
研
究
所
長
）
か
ら
声
が
か

か
る
。
就
任
時
か
ら
望
ん
で
い
た

こ
と
の
一
つ
に
、
こ
の
ま
ち
に
市

民
が
集
い
、
市
民
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
学
習
で
き
る
学
び
舎
＝
市
民

大
学
（
市
長
命
名
）
を
つ
く
り
た

い
と
熱
っ
ぽ
く
説
か
れ
た
。
大
学

の
構
想
に
向
け
協
力
し
て
ほ
し
い

旨
申
出
を
受
け
る
。
こ
れ
に
賛
同

し
、
早
速
、
設
立
準
備
委
員
会
の

立
ち
上
げ
に
奔
走
す
る
。
一
方
、

市
長
側
も
設
置
に
関
す
る「
条
例
」

の
整
備
を
急
ぐ
。
６
カ
月
後
の
平

成
８
年　

月
に
は
５
人
の
有
識
者

１２

か
ら
成
る
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
初
日
、
会
議
は
冒
頭
か
ら
大

荒
れ
で
始
ま
る
。
市
側
の
出
席

者
、
能
力
の
問
題
、
予
算
、
市
民

の
関
心
度
な
ど
。
現
実
と
理
想
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
メ
ン
バ
ー
か
ら
厳
し

い
言
葉
が
飛
び
交
う
。
何
事
も

「
事
始
め
」
は
こ
う
し
て
動
き
出

す
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
２

年
間
、
メ
ン
バ
ー
は
熱
く
議
論
を

わわわわわわわわわわ
れれれれれれれれれれ

　

わ
れ
ららららららららららら

市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民
大大大大大大大大大大

市
民
大
学学学学学学学学学学学

重
ね
、
大
学
設
置
の
要
綱
を
ま
と

め
る
。

　
「
建
学
の
理
念
」…
学
び
を
通
し

て
個
々
の
再
発
見
と
自
立
。
他
人

（
ひ
と
）
か
ら
学
び
自
分
を
磨
く

（
平
成　

年
度
制
定
）。「
制
度
の

２５

整
備
」
…
当
面
、
短
期
、
中
期
コ

ー
ス
を
開
講
。
将
来
は
長
期
コ
ー

ス
を
開
講
。「
運
営
委
員
会
の
あ

り
方
と
取
扱
い
」
…
運
営
委
員
会

を
早
期
に
設
置
す
る
。
企
画
・
運

営
は
極
力
市
民
の
手
で
自
主
的
に

行
う
。
メ
ン
バ
ー
構
成
の
選
任
は

原
則
会
長
が
担
う
。
市
側
は
行
政

主
導
に
な
ら
な
い
よ
う
、
可
能
な

限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え

る
な
ど
、
互
い
の
立
場
を
尊
重
し

た
企
画
・
運
営
に
努
め
る
。
今
日

に
あ
っ
て
、
私
た
ち
運
営
委
員
会

メ
ン
バ
ー
は
こ
の
要
綱
を
基
本
的

に
尊
重
し
、
堅
持
し
て
、
企
画
・

運
営
に
努
め
て
い
る
。

　

さ
て
、
設
立
準
備
委
員
会
は
設

置
要
綱
を
作
成
後
、
解
散
す
る
。

私
は
そ
の
ま
ま
残
り
、
運
営
委
員

会
の
設
置
作
業
に
入
る
。
メ
ン
バ

ー
編
成　

人
は
旧
公
民
館
の
リ
ー

１０

ダ
ー
養
成
の
修
了
者
や
地
域
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
格
の
方
に
参
加
し
て

も
ら
う
。
初
顔
の
皆
さ
ん
は
開
口

一
番
、「
知
恵
を
絞
っ
て
や
っ
て

い
く
し
か
な
い
」「
先
ず
や
れ
る
こ

と
か
ら
実
践
し
て
い
こ
う
」
を
合

言
葉
に
、
手
探
り
で
初
仕
事
が
始

ま
る
。
メ
ン
バ
ー
の
努
力
と
熱
意

が
実
を
結
び
、
平
成　

年
８
月

１２

に
、
中
期
コ
ー
ス
の
開
講
に
こ
ぎ

つ
け
る
。

　

時
に
、
市
長
提
言
か
ら
４
年
が

過
ぎ
て
い
た
（
続
く
）。

　
《
市
民
大
学
の

　
　
　
　
　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
》

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

１２

１５

は
「
わ
が
ま
ち
東
久
留
米
を
も
っ

と
知
ろ
う
パ
ー
ト
１
～
農
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」「
同
パ
ー
ト
Ⅱ
～
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
同
パ
ー
ト

Ⅲ
～
世
代
を
超
え
て
と
も
に
生
き

る
」「
同
パ
ー
ト
Ⅳ
～
地
域
を
つ
く

る
学
び
あ
い
か
ら
次
世
代
へ
の
継

承
」。　

年
度
は「
み
ん
な
で
支
え

１６

よ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
～
学
び

か
ら
実
践
へ
」。　

年
度
と　

年

１７

１８

度
に
は
「
地
域
の
自
立
が
地
球
を

変
え
る
パ
ー
ト
Ⅰ
～
東
久
留
米
を

と
り
ま
く
環
境
を
考
え
よ
う
」「
同

パ
ー
ト
Ⅱ
～
地
球
が
、
私
た
ち
が

生
き
残
る
た
め
に
は
」。　

年
度

１９

は
「
み
ん
な
で
支
え
る
地
域
の
福

祉
～
現
状
と
今
後
」。　

年
度
と

２０

　

年
度
は
「
私
た
ち
の
暮
ら
し
の

２１中
の
『
食
と
農
』」「
私
た
ち
の
命

を
支
え
る
『
食
と
農
』」。　

年
度

２２

は
「
東
久
留
米
を
も
っ
と
知
ろ
う

～
水
と
緑
の
共
生
」。　

年
度
は

２３

「
同
パ
ー
ト
Ⅱ
～
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」。

　

年
度
は
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

２４楽
し
い
ま
ち
～
何
が
求
め
ら
れ
る

か
」。　

年
度
と　

年
度
に
は「
明

２５

２６

日
の
東
久
留
米
を
見
つ
め
て
暮
ら

し
と
文
化
を
高
め
る
た
め
に
パ
ー

ト
Ⅰ
～
自
分
を
磨
こ
う
」「
同
パ
ー

ト
Ⅱ
～
自
分
を
磨
こ
う
」。　

年
２７

度
に
は
「
夢
と
希
望
の
も
て
る
東

久
留
米
を
め
ざ
し
て
儿
今
学
び
を

生
か
し
て
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
」

を
テ
ー
マ
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

〔
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ
〕

　
　

月
４
日
（
水
）
午
前　

時
か

１１

１０

ら
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま

す
。
直
原
教
育
長
を
講
師
に
迎

え
、
市
の
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ

い
て
、
地
域
の
大
人
は
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
れ
る
か
を
話
し
て
も
ら

い
ま
す
。
事
前
申
込
不
要
。

 　

☆
中
央
図
書
館
が
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

中
央
図
書
館
は
「
平
成　

年
度

２７

子
ど
も
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書

館
」
と
し
て
、
４
月　

日
（
子
ど

２３

も
読
書
の
日
）
に
、
文
部
科
学
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年（
１
９
７
９
年
）８
月

５４

の
開
館
以
来
、
お
は
な
し
会
、
絵

本
展
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
多
言

語
に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
フ
ェ
ス
タ

子
ど
も
の
読
書
と

図
書
館

　

詳
し
く
は
図
書
館
緯
４

７
５
・
４
６
４
６
へ
。

な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
進
め
て
き
た
こ
と
は
、
本
市
の

児
童
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
で
す
。
ま

た
、
科
学
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

実
験
や
観
察
の
会
「
よ
も
う
！
あ

そ
ぼ
う
！
か
が
く
の
本
」
の
開
催

や
、
科
学
技
術
振
興
機
構
の
助
成

に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た

め
の
講
座
を
開
催
し
入
門
テ
キ
ス

ト
を
発
行
す
る
な
ど
、
先
駆
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
長
年
に
わ
た
る
多
彩
な
児
童

サ
ー
ビ
ス
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

★
新
し
い
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　

今
年
度
は
、
平
成　

年
度
に
策

２６

定
さ
れ
た
「
第
二
次
東
久
留
米
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
よ

る
、
新
し
い
子
ど
も
読
書
活
動
に

関
す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

低
学
年
児
童
の
図
書
館
利
用
と

読
書
習
慣
の
定
着
を
目
標
に
、
市

立
の
小
学
校
２
～
３
年
生
の
図
書

館
訪
問
を
推
奨
し
ま
す
。

　

就
学
前
の
幼
児
に
は
、
図
書
館

員
が
お
勧
め
絵
本
を
持
っ
て
訪
問

し
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
う
「
保

育
園
・
幼
稚
園
訪
問
」
を
、
子
育

て
世
代
の
お
父
さ
ん
に
は
絵
本
を

介
し
て
子
ど
も
と
触
れ
合
っ
て
も

ら
う
た
め
、
児
童
館
行
事
に
図
書

館
員
が
絵
本
を
持
っ
て
一
緒
に
参

加
し
、「
パ
パ
読
」を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
図
書
館
資
料
を
使

っ
た
調
べ
学
習
の
発
表
展
示
を
学

校
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。
地

域
全
体
で
の
子
ど
も
読
書
の
推
進

の
一
助
と
し
て
、
学
校
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
保
護
者
の
読
書
活
動
の

要
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

隔筆子塚（安永４年、柳窪
五丁目墓所内、市内最古の
筆子塚・市指定史跡）

＜表１　明治初期の公立学校の変遷＞
明治９年明治８年明治７年

明治８年名称変更通達
（６月）

明治５年学制
明治７年大区小区
制

村/制度等

柳窪前沢学校前沢学校前南学舎三
併
学
舎

前沢村
下里学校下里学校進明学舎下里村
柳窪前沢学校柳久保学校福徳学舎柳窪村

小山学校
小山学校黒湧学舎

小山村
落合村

門前学校門前村
小山学校神山村

田無学校分校眞誠学舎分校
南沢村
柳窪新田

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米東久留米のののののののののののののののののののののの
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校学校史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史

その１
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